
Ⅹ 青森市奥内地先の鶏糞による漁場汚淘調査

高 橋 克 成 ･ 長 峰 良 典※

は じ め に

青森市漁協 よD､青森市奥内の瀬 戸子川に養鶏場から IE]約 3 トンの鶏糞が捨て られ､そ の汚水が川口

の沖にある漁場を汚濁 し､悪化させてい る恐れがあD､ホクテガイ放流適否の調査をして欲 しいとの依

頼を受けた｡本調査に当 -,ては汚濁の指標 として底 質の強熱減量 の分析を青森県水産試験場が担当 し､

底生動物の組成比率については当センターが担当 した｡ 調査に協力 していただいた青森市水産課､青森

市海藻類採苗所 ､青森市漁協奥 内支所に対 し厚 くお礼申し上げる｡

調 査 方 法

調査時期 昭和4 6年 3月23日

調査場所 青森市奥 内地先 の15点

(第 1図参照)

試料の採集 エクマンバージ採泥器 (225Cめ で底

泥 を採取 し､底生動物は 17nm目のふ る

いをかけ採集 した｡

調査項 目 底生生物 ････多毛類､甲殻類､

種反類､そ の他に区分 し各 々の個体

数を求めた｡

底質 ････常法によ9強熱減量を分

析 した｡

調 査 結 果

調査地点ごとの底生生物の個体数 (225chi)を第

1表に､また多毛類､甲殻類 の組成比率 とその分布を

それぞれ第 1表､第 2図､第 3図に示 した｡

多毛類 の組成比率 の分布は水深 10m′以深では 60
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図 調 査 地 点感を越えておP､特に瀬 戸子川と夏井 田沖では80感を越



底質の強熱減量の分布を第4回に示 した｡瀬戸子川沖水深 18-付近を中心に高い値の分布が見られた｡

底質の性状は水深57TL以浅でははっきDした砂場であ9､15-以深ば泥場であった｡

第1表 底生動物の価捧数 (225cm2,当 り)と多毛類の組成比率夜ど

畠七.ー＼ー 1 2 3 4 I-〇 6 7 8 9 10 ll

12 13 14 15多 毛 類 (P) 29 50 54 10 27 57 58

54 75 10 45 25 27 76 71甲 殻 類 (C) 50 1 2 0 19 1 2 5 2 56 1 2

25 4 20°蝉 皮 類 09 1 1 7

000105 0000軟 体 類 2 5

1 5 2 1104 2 01011そ の 他 一 1 l

l 9 02 8 5 4 17 55 14 8 27 4 8計 (N 61 76 67 14 57 46 44 40 96 80 65

54 79 85 100p/N (刺 48 66 81

71 48 80 86 846 76 12 69 68 54 89 71C/N (96) 49

1 5 055 1 5 2 45 2 6 52 5 20採集 回数 2 1 112 2 2 2 2 2 1 1

1 1 1強熱 減 量 (a) 2.09
.

8 5.0 0.7 14 ll



第4図 強熱減量 (虜

)の分布×印は欠測考 察有機物の汚濁による底生生物相の変化は北森 (19




